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皆
さ
ん
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は

ガ
ス
や
電
気
、
水
道
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

き
っ
と
、な
く
て
は
困
る
も
の
―
―
―
公
共
交
通
。

生
活
の
た
め
の
線
を
つ
な
ぐ
。

菰
野
町
の
公
共
交
通
の
現い

在ま

を
お
伝
え
し
ま
す
。

実はロープウェーも公共交通 !?

御在所ロープウエイ
日常生活の中で住民の皆さん
が利用することは少ない御在
所ロープウエイですが、交通
機関の分類上は索道と呼ば
れ、公共交通機関に含まれま
す。御在所岳のふもとから山
頂まで通じる鉄道に近い乗り
物であると言えます。

広報こもの
№ 721

３

It would be
very inconvenient
for our daily life,
if there are no public 
transportation systems.TAXI BUS TRAIN

広報こもの
№ 721

２

西
方
向
に
13
㌖
、
南
北
方
向
に
10

㌖
の
ほ
ぼ
四
角
い
形
を
し
て
い
る

菰
野
町
。
面
積
は
約
１
０
７
平
方
㌖
で
、

三
重
県
内
29
市
町
の
中
で
は
20
番
目
の
広

さ
で
す
。
近
隣
自
治
体
と
比
べ
て
、
広
大

な
面
積
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
内
の
移

動
、
さ
ら
に
は
町
外
へ
の
移
動
に
は
乗
り

物
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
は
町
内
を
移
動
す
る
と
き
、
ま

た
は
隣
接
す
る
四
日
市
市
な
ど
へ
出
か
け

る
と
き
は
、
ど
う
や
っ
て
移
動
し
て
い
ま

す
か
？ 

徒
歩
、
自
転
車
、
自
家
用
車
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
移
動
手
段
が
考
え
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、「
目
的
地
ま
で
徒
歩
で

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
」、「
自
家
用
車
が

な
い
」
と
い
っ
た
悩
み
を
も
っ
た
方
々
も

町
内
に
は
多
く
い
ま
す
。
特
に
町
南
部
に

駅
や
役
場
本
庁
、
菰
野
厚
生
病
院
、
商
業

施
設
な
ど
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
北
部
か
ら
町
南
部
へ
高
齢
者
や
学
生
の

皆
さ
ん
が
移
動
す
る
際
に
利
用
で
き
る
交

通
手
段
の
拡
充
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
面

も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
現
在
、
町
で
進
め
て
い
る

の
が
、
町
内
公
共
交
通
の
充
実
で
す
。
鉄

道
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
と
い
っ
た
公
共
交

通
機
関
を
連
携
さ
せ
、
互
い
に
乗
り
継
ぎ

し
や
す
く
す
る
こ
と
で
移
動
に
不
自
由
さ

を
感
じ
て
い
る
住
民
の
皆
さ
ん
を
助
け
、

誰
も
が
容
易
に
目
的
地
に
た
ど
り
着
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
ダ
イ
ヤ
や
運
行
路
線
を

東 誰
も
が
利
用
で
き
る
公
共
交
通

見
直
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Mマ

ー

ス

a
a
S
シ

ス
テ
ム
と
呼
ば
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
公
共
交
通
機
関
の
経
路
検
索
や
利
用
予

約
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
も
進
め
て

い
ま
す
。

　「
今
は
、
車
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
」、
町

内
で
は
そ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
方
も
多
い

で
し
ょ
う
が
、
将
来
は
運
転
免
許
証
を
返

納
す
る
な
ど
、
自
家
用
車
で
自
由
に
移
動

で
き
な
い
日
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
と
き
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
と
っ
て
公

共
交
通
は
非
常
に
重
要
で
欠
か
せ
な
い
も

の
に
な
る
は
ず
で
す
。
生
活
に
な
け
れ
ば

困
る
も
の
。
ガ
ス
や
電
気
、
水
道
と
同
じ

く
ら
い
生
活
に
不
可
欠
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
ひ
と
つ
―
―
―
そ
れ
が
公
共
交
通
で
あ

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「今は車が
あるから大丈夫」

町内の主な公共交通機関

TOPICS 01

近鉄湯の山線

コミュニティバス

のりあいタクシー

運行事業者

運行区間

近鉄四日市駅～湯の山温泉駅
近畿日本鉄道㈱

町内７路線
町が三重交通㈱に委託

町内各乗降場所
町が㈲尾高に委託

Komono Public
Transportation

Komono Public
Transportation

COMMUNITY
BUS

NORIAI
TAXI

KINTETSU　
RAILWAY

そんな安心はいつまでも
続かないかもしれません。

尾高タクシー
町内各所
㈲尾高

Komono Public
Transportation

ODAKA
TAXI

運行事業者

運行区間

運行事業者

運行区間

運行事業者

運行区間

Komono Public
TransportationMIE KOTSU

BUS

Komono Public
Transportation

三重交通バス
四日市福王山線、湯の山線
三重交通㈱運行事業者

運行区間
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各
地
で
存
続
と
廃
線
の
狭
間

日本各地で廃線の危機 岐路に立つ鉄道

用
者
が
低
迷
す
る
路

線
で
は
、
廃
線
と
い
う
選

択
が
最
後
に
待
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
苦
渋
の
決
断
に
至
る
事
業
者

が
全
国
的
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。以
前
は
地
元
が
反
対
す
る
場
合
、

路
線
を
廃
止
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

平
成
11
年
に
鉄
道
事
業
法
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
で
、
事
業
者
が
届
け
出
を

す
れ
ば
廃
線
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

人
口
減
少
に
よ
り
利
用
者
が
減
少
す

る
な
ど
経
営
が
苦
し
く
な
っ
た
路
線

は
事
業
者
の
意
向
で
廃
止
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
鉄

道
の
路
線
バ
ス
へ
の
移
行
な
ど
が
全

国
各
地
で
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
現
在
、
近
鉄
湯
の
山
線
は
利
用
者

数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
廃

線
の
予
定
は
な
く
、
通
勤
や
通
学
の

要
と
し
て
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
当
た
り
前
の
よ
う
に
続
け
ら
れ
て

い
る
路
線
の
運
行
が
、
実
は
貴
重
な

こ
と
だ
と
実
感
で
き
る
良
い
機
会
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

広報こもの
№ 721

５

広報こもの
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４

治
42
年
12
月
、
菰
野
の
実
業
家
で

あ
っ
た
伊
藤
新
十
郎
ら
が
四
日
市

軌
道
㈱
と
し
て
菰
野
～
四
日
市
間
の
鉄
道

の
営
業
を
出
願
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
湯
ノ

山
線
の
始
ま
り
で
す
。
明
治
44
年
８
月
、

機
関
車
が
四
日
市
港
で
陸
揚
げ
さ
れ
、
牛

車
に
積
ま
れ
、
菰
野
へ
ゆ
っ
く
り
１
日
か

け
て
運
搬
さ
れ
、
当
時
の
役
場
（
現
、
菰

野
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
付
近

で
組
み
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
線
路
な
ど
の

敷
設
資
材
も
同
様
に
運
ば
れ
、
湯
ノ
山
～

菰
野
間
か
ら
工
事
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
と
し
て
は
１
年
ほ
ど
で
完
成
し
、
は

じ
め
に
湯
ノ
山
～
川
島
村
間
で
営
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
運
営
事
業
者
の
変
更
や
駅
の

廃
止
、
台
風
に
よ
る
線
路
埋
没
被
害
な
ど

は
あ
り
ま
し
た
が
、
営
業
開
始
当
初
の
路

線
を
残
し
、
現
在
は
近
鉄
湯
の
山
線
と
し

て
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

明 湯
の
山
線
の
誕
生
か
ら
こ
れ
ま
で

利
平
ひ ら

井
い

佑
ゆ う

磨
ま

さん
四日市駅→菰野駅

今年、愛知県から菰野
町へ引っ越してきて高
校への通学に湯の山線
を利用しています。車
窓から山々を見ながら
帰ってこれることが新
鮮で、これから３年間、
この景色を眺めながら
通いたいと思います。

家
い え

坂
さ か

 瞬
しゅん

さん
桑名駅→菰野駅

最近、湯の山線のホー
ム上でもアナウンスが
流れるようになったの
でわかりやすくなりま
したね。学生の頃から
湯の山線を利用してい
るので、なくなったら
困る路線なのは間違い
ないです。

山
や ま

中
な か

 聰
さとし

さん
菰野駅→南が丘駅

本数や急行への接続な
ど不満はないです。湯
の山線はカーブの多さ
などに線路が狭かった
時代の歴史を感じる路
線ですね。これから
MaaS の活用などで渋
滞対策などにも一役買
うことに期待！

三
み つ

石
い し

桑
そ う

大
た

さん
菰野駅→四日市駅

湯の山線がなかったら
通学や部活のために高
校まで自転車で通わな
ければいけなくなるの
で大変です。夏の車内
はクーラーが効いてい
るのでとても快適に過
ごすことができるので
ありがたいです。

利用者の User's Voice

Komono Public
Transportation

ず
っ
と
生
活
を
支
え
て
き
た
路
線

そ
の
足
跡
を
た
ど
る
―
―
―
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昭和６年頃の菰野駅からの風
景。鈴鹿山脈の稜線や菰野駅
近くに建つ西覚寺の屋根から
現在と同じ場所であることが
わかります。

湯
の
山
線
の
年
譜

大
正
２
年
６
月
１
日
「
四
日
市
鉄
道
」
が
湯
ノ
山
～
川
島
村

間
の
営
業
開
始

大
正
２
年
９
月
24
日
川
島
村
～
諏
訪
間
が
開
通
し
て
営
業
開
始

大
正
５
年
３
月
３
日
諏
訪
～
四
日
市
間
が
開
通
し
て
営
業
開
始

大
正
10
年
４
月

湯
ノ
山
～
四
日
市
間
に
バ
ス
が
開
通

大
正
10
年
12
月

路
線
を
電
化

昭
和
６
年
３
月

三
重
鉄
道
（
内
部
・
八
王
子
線
）
と
四
日

市
鉄
道
が
合
併
し
、「
三
重
鉄
道
」
と
な
る

昭
和
19
年
２
月
11
日
三
重
鉄
道
や
北
勢
電
気
鉄
道
な
ど
が
合

併
し
、「
三
重
交
通
」
と
な
る

昭
和
19
年
７
月
１
日
電
力
節
減
の
た
め
、
堀
木
・
製
絨
所
前
・

小
生
・
神
森
・
宿
野
の
５
駅
が
廃
止

昭
和
39
年
１
月
７
日
三
重
交
通
の
バ
ス
部
門
か
ら
分
離
し
て

「
三
重
電
気
鉄
道
」
と
な
る

昭
和
39
年
３
月

特
殊
狭
軌
を
標
準
軌
に
改
軌

昭
和
39
年
３
月
23
日
大
羽
根
園
駅
の
新
設

昭
和
40
年
４
月
１
日
三
重
電
気
鉄
道
が
近
畿
日
本
鉄
道
と
合
併

昭
和
45
年
８
月
１
日
湯
の
山
駅
を
湯
の
山
温
泉
駅
に
改
称

平
成
16
年
３
月
18
日
湯
の
山
線
の
定
期
特
急
の
運
行
を
廃
止

平
成
24
年
10
月

近
鉄
四
日
市
駅
、
桜
駅
、
湯
の
山
温
泉

駅
を
除
く
駅
が
無
人
化

近畿日本鉄道㈱
名古屋統括部 

藤
ふ じ

田
た

浅
あ さ

崇
た か

課長

安全・安心。さらにその先の価値へ

鉄道での移動は安全・安心はもちろんのこと
ですが、現在は快適かつ楽しく乗車いただく
ことが求められています。町と協力し、観光
列車など体験型の鉄道移動の魅力を伝えるこ

とに今後も力を入れて、利用者の獲得を目指
していかなければと考えています。

▲茶畑の中を走る観光列車「つどい」

口
減
少
社
会
の
現
在
の
日
本
で

は
、
都
市
部
等
の
一
部
の
地
域
を

除
い
て
、
日
常
的
な
通
学
や
通
勤
の
利
用

者
減
少
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、

鉄
道
に
よ
る
移
動
の
魅
力
を
再
発
見
し
、

ど
の
よ
う
に
利
用
者
の
確
保
に
努
め
る
か

が
鉄
道
各
社
の
命
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
か
ら
町
と
近
畿
日
本
鉄
道
㈱
が

協
力
し
て
実
施
し
て
い
る
足
湯
を
設
置
し

た
観
光
列
車
「
つ
ど
い
」
も
そ
の
一
環
で
、

こ
れ
ま
で
は
移
動
手
段
に
す
ぎ
な
か
っ
た

鉄
道
に
、
足
湯
に
浸
か
り
な
が
ら
車
窓
の

風
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
付

加
価
値
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
電
車
に
乗

る
こ
と
自
体
を
観
光
に
し
て
も
ら
う
よ
う

企
画
を
行
い
、
観
光
客
を
中
心
と
し
た
利

用
者
の
増
加
を
図
っ
て
い
ま
す
。

人 電
車
に
乗
る
こ
と
の
新
た
な
価
値

▲昭和 25 年頃、多くの利用者が列を
なす湯ノ山駅

2010 年以降に
廃線となった路線

平成 22年 平成 24年 平成 27年 平成 30年

1,000人

2,000人

3,000人

4,000人

5,000人

菰野駅

中菰野駅

大羽根園駅

湯の山温泉駅

2,447人 2,521人 2,499人 2,428人

1,020人 1,049人 1,023人 981人

788人 797人 790人 727人

686人
803人

555人 554人

11月9日 11月13日 11月10日 11月13日

提供 近畿日本鉄道㈱町内各駅の一日乗降人員数の推移DATA
Int

erv
iew



朝上地区
コミュニティセンター

安
や す

田
だ

勝
か つ

子
こ

さん

イオンタウンで昼食を
食べつつ、買い物をす
るのに利用していま
す。午前中に乗ってき
て昼食、買い物を済ま
せて帰るにはちょうど
いい時間に便があるの
で助かっています。

服
は っ

部
と り

智
さ と

子
こ

さん
菰野厚生病院→西榊

月に３、４回の頻度で
けやきや厚生病院に行
くときに利用していま
す。病院へは予約の時
間に合わせて乗るので
少し待ち時間はありま
すが、ありがたい交通
手段です。

小
こ

﨑
ざ き

義
よ し

子
こ

さん
諏訪公会所

病院や買い物に行くと
きに使っています。２、
３人で乗り合わせると
お喋りしながら行ける
ので楽しいです。タク
シーよりもお手軽な料
金なので皆さんも使っ
てみてほしいですね。

市
い ち

平
ひ ら

かずこさん
神森苑

駅などへ行くとき、ほ
ぼ正確な時間に来ても
らえるのでお抱えの運
転手さんがいるような
感覚です。バス停まで
歩くのがつらかったの
で、近くに乗降場所が
でき、ありがたいです。

近
こ ん

藤
ど う

礼
れ い

子
こ

さん
　　野中→けやき

駅やけやきへ行くとき
などに利用していま
す。菰野駅から帰ると
き、遅い時間に便がな
いので、もう少し遅く
まで運行していると利
用者も増えるような気
がします。

北
き た

住
ず み

孝
た か

子
こ

さん
潤田→イオンタウン

知り合いと誘い合い、
週に４回ほどバスを利
用しています。運転手
さんも良い人ばかりで
気遣ってもらいながら
乗ることができ、日常
の利用には満足してい
ます。

利用者の User's Voice
線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
に
関
し
て
も
、

路
線
の
廃
止
や
交
通
事
業
者
の
事

業
規
模
縮
小
が
相
次
ぎ
、
地
域
の
移
動
手

段
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
事
例
が
全
国
各

地
で
発
生
し
て
お
り
、
菰
野
町
に
お
い
て

も
路
線
バ
ス
は
三
重
交
通
バ
ス
２
路
線
の

み
に
減
少
し
、
４
者
が
競
合
し
て
い
た
タ

ク
シ
ー
事
業
者
も
尾
高
タ
ク
シ
ー
の
み
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

町
で
は
、
平
成
11
年
か
ら
運
行
し
て
い
た

福
祉
バ
ス
を
平
成
17
年
か
ら
三
重
交
通
㈱

と
連
携
し
て
「
菰
野
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
」
と
し
て
本
格
運
行
し
て
い
ま
す
。
地

域
の
移
動
手
段
を
守
り
、
多
く
の
方
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
令
和
２
年
10

月
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
１
台
更
新

し
、
主
に
朝
晩
の
通
勤
や
通
学
で
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
ダ
イ
ヤ
を
改
正
し
ま
す
。

路 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
増
便

コミュニティバスの年間利用者数の推移DATA

50,000人

60,000人

70,000人

80,000人

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

令和
元年度

75,011人 75,382人

69,691人

65,842人

63,110人

55,449人

51,652人

57,432人 57,418人 57,770人

51,379人

三重交通㈱
四日市営業所 

仲
な か

 範
の り

和
か ず

所長

他の公共交通や行政との連携は不可欠

全国各地で路線バスが廃止になる中で、毎年、ダ
イヤや路線の見直しを行い、適切な運行ができる
よう努めています。バスの運行には、鉄道事業者
等や行政との連携が必要で、地域の期待に応えら
れるよう、各種方面と協力して運行しています。

Interview
㈲尾高

位
い ん

田
で ん

寿
と し

雄
お

社長

使いやすいのりあいタクシーの活用を

誰でも利用しやすいバリアフリー対応型タクシー
を導入しています。地域によって偏りはありま
すが、のりあいタクシーの利用者も増えてき
ました。料金もタクシーと比べると使いやすく

なっていると思うので、うまく活用してもら
いたいです。
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令和２年 10月増便のバスの時刻表NEW 主要バス停のみ抜粋

7:57
8:33
8:35
8:37

19:25
19:27
20:02

19:25
20:04

朝
の増便

現
在
の
菰
野
町
に

適
し
た
公
共
交
通
と
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と

の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
が

地
域
の
移
動
手
段
と
な
る

乗降場所

乗降場所

令和２年10 月から新設する乗降場所NEW
地区 のりあいタクシーの新設乗降場所（74 か所）

菰野地区 菰野高校・スーパーサンシ菰野繁盛店

鵜川原地区 松山東・四日市西警察署

竹永地区

竹永地区コミュニティセンター・竹成・竹成五百羅漢・野中・永井集落センター・永
井東・永井北・永井西・竹成区公会堂・竹成北・竹成八里屋西・八坂神社西町営住宅
跡・竹成西・永井新田川交差点・永井落合税理士事務所前・永井藤波商店前・永井公
会所・永井さかくら接骨院前・永井溜の内・永井ファミリーマート八風橋店東側・永
井北浦・永井井手神社・永井中堀電商前・永井太洋基礎太陽光発電所前・永井学習塾
プロシード前・永井アイランドカンパニー前・永井サトウ機械前・永井西川原・永井
高嶋自動車南・永井和光純薬駐車場前・永井三鈴陶器前・永井清掃センター北・永井
パスポート前・永井パソコン教室前・永井相馬印刷前・ピアゴ菰野店・竹永郵便局・
JA 竹永支店・三重銀行北菰野支店・しばた循環器内科・ほくせい整形外科

朝上地区 松涛園八風橋西・宇賀南旧道（いなべ市大安町）

千種地区

千種地区コミュニティセンター・千種郵便局・JA 千種支店・千草公会所東・岡公会所・
福松・奥郷・草里野・千草郵便局西・千草燈籠さん・千草清水・千草西所・千草子
ども公園・千草前坂橋・千草三嶽寺北口・千草曙・千草長畑・千草前野・音羽公会
所・音羽浄正寺前・音羽虚空蔵寺南・福松構造改善センター・奥郷構造改善センター・
朝明緑地・三重県民の森学習展示室・北勢ケアクリニック・おぐら歯科医院

リーフレットを全戸配付
増便した運行ダイヤや路線の変更
などを記載したコミュニティバス
の新しいリーフレットを９月中旬
頃に全戸配付します。あわせて、
のりあいタクシーのリーフレット
も配付しますのでご確認ください。

９月
中旬

Komono Public
Transportation

Komono Public
Transportation

Komono Public
Transportation

潤田→イオンタウン

Komono Public
Transportation

Komono Public
Transportation

Komono Public
Transportation
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小
島
区

松
涛
園
区

永
井
区

竹
成
区

池
底
区

大
強
原
区

吉
沢
区

菰野厚生病院菰野駅菰野高校

菰野駅 小
島
区

松
涛
園
区

永
井
区

竹
成
区

池
底
区

大
強
原
区

吉
沢
区

朝上地区
コミュニティセンター菰野高校

千
草
区

潤
田
区

福
松
区

奥
郷
区

杉
谷
区

田
光
区

美
山
区

福王山

7:57
8:33
8:35
8:37

19:25
19:27
20:02

19:25
20:04

7:57
8:33
8:35
8:37

19:25
19:27
20:02

19:25
20:04

7:57
8:33
8:35
8:37

19:25
19:27
20:02

19:25
20:04

7:57
8:33
8:35
8:37

19:25
19:27
20:02

19:25
20:04

7:57
8:33
8:35
8:37

19:25
19:27
20:02

19:25
20:04

7:57
8:33
8:35
8:37

19:25
19:27
20:02

19:25
20:04

7:57
8:33
8:35
8:37

19:25
19:27
20:02

19:25
20:04

田
口
新
田
区

日
丘
区

田
口
区

夜
の増便

夜
の増便

菰野駅
7:57
8:33
8:35
8:37

19:25
19:27
20:02

19:25
20:04※バス停ごとの詳細な発着時間はコミュニティバスのリーフレットをご確認ください。

デザインにも注目！

新デザインのバス

新しいバスは乗降しやすいノン
ステップ仕様のもので、車内に
充電用 USB コネクタを導入し
ます。また、菰野高校の生徒の
皆さんに外装をデザインしても
らいます。

TOPICS 02

菰高
デザイン

ク
シ
ー
は
、
目
的
地
ま
で
自
由
に

行
け
る
利
点
が
あ
る
一
方
で
、
運

賃
の
点
で
気
軽
に
利
用
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
町
で
は
、
㈲

尾
高
と
連
携
し
、
平
成
30
年
か
ら
「
の
り

あ
い
タ
ク
シ
ー
」
の
運
用
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
利
用
に
は
予
約
が
必
要
で
乗
降
場

所
も
限
定
さ
れ
ま
す
が
、
バ
ス
の
少
な
い

時
間
帯
や
最
寄
り
の
バ
ス
停
が
な
い
方
に

主
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
も

令
和
２
年
10
月
か
ら
竹
永
、

千
種
地
区
を
中
心
に
乗
降

場
所
を
74
か
所
増
や
し
、

町
内
全
域
で
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

タ の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
が
町
内
全
域
に
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加
藤
博
和

菰
野
町
地
域
公
共
交
通
会
議
座
長

公
共
交
通
と
い
う
選
択
肢
を

こ
れ
か
ら
先
に
残
す

在
は
一
人
一
台
、
車
が
あ
る
よ
う

な
時
代
で
す
が
、
通
信
技
術
の
発

展
で
車
を
持
た
な
く
な
る
時
代
、
も
し
く

は
自
動
運
転
技
術
の
躍
進
や
カ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
な
ど
で
使
い
た
い
時
だ
け
車
を
↘

現 車
を
持
た
な
く
な
る
時
代
に

共
交
通
機
関
の
ほ
と
ん
ど
は
、
車

内
に
冷
暖
房
を
完
備
し
て
い
ま

す
。
加
え
て
駅
や
車
内
に
W
i
‐
F
i

に
よ
る
通
信
環
境
や
電
源
が
整
備
さ
れ
、

駅
や
主
要
バ
ス
停
に
椅
子
と
机

が
あ
れ
ば
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や

学
生
が
パ
ソ
コ
ン
作
業
や
勉
強

な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
移
動
時
間
や
待
ち
時
間
も

無
駄
で
は
な
く
な
り
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
過
ご
し
方
は
、
自
ら

車
を
運
転
し
て
い
て
は
決
し
て

で
き
ま
せ
ん
。
人
が
集
い
、
ま

と
ま
っ
て
移
動
す
る
か
ら
こ
↘

公 有
意
義
な
場
と
時
間
に
す
る
た
め

教授

共
交
通
機
関
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

種
類
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
明
確
に
し
、
適
し
た
公
共
交
通
を

運
行
さ
せ
、
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
例
え
ば
、
大
量
輸
送
に
向
い
て
い

る
公
共
交
通
は
電
車
、
バ
ス
。
一
方
で
、

行
き
た
い
と
こ
ろ
に
行
く
こ
と
が
で
き
る

交
通
手
段
は
タ
ク
シ
ー
が
思
い
浮
か
ぶ
で

し
ょ
う
。
公
共
性
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、

た
く
さ
ん
の
人
を
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
る

交
通
機
関
の
方
が
公
共
性
が
高
く
、
運
賃

も
安
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
一
方

で
た
く
さ
ん
の
人
が
一
度
に
乗
れ
る
よ
↘

公 最
適
な
交
通
手
段
を
選
定
す
る

今後、ますます少子高齢化が進み、
人口が減少する日本。

菰野町も例外ではありません。
これから、このまちで公共交通を
どのように存続させるべきなのか。

菰野町地域公共交通会議で
座長を務める名古屋大学の

加藤教授にお話を伺いました。

う
に
運
行
時
間
や
経
路
を
逐
一
見
直
し

て
、
そ
の
時
々
に
あ
っ
た
運
行
を
目
指
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。た
だ
し
、

電
車
や
バ
ス
も
誰
も
乗
っ
て
い
な
け
れ

ば
、
空
気
を
運
ん
で
い
る
だ
け
で
お
金
が

か
か
り
、二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
も
多
く
、

環
境
に
も
や
さ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
、
人
が
た
く
さ
ん
行
く
よ
う
な
と

こ
ろ
は
バ
ス
や
電
車
で
、
他
は
タ
ク
シ
ー

で
、
と
い
っ
た
よ
う
に
最
適
な
交
通
手
段

を
選
択
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
菰
野
町
に
は
バ
ス
と
タ
ク
シ

ー
の
中
間
を
埋
め
る
存
在
に
「
の
り
あ
い

タ
ク
シ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
の
り
あ
い
タ

ク
シ
ー
は
電
車
の
駅
や
バ
ス
の
停
留
所
に

比
べ
て
遥
か
に
多
く
の
場
所
で
乗
り
降
↖

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
、
町
内

中
部
エ
リ
ア
に
も
拡
大
し
た
こ
と
で
、
住

民
の
皆
さ
ん
の
お
近
く
に
も
必
ず
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
、
乗
降
場
所
が
設
置
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
路
線
を
細
か
く
設
定

で
き
な
い
鉄
道
や
バ
ス
よ
り
も
細
か
く
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
で

き
、
タ
ク
シ
ー
よ
り
も
ず
っ
と
安
く
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
の
り
あ
い

タ
ク
シ
ー
も
公
共
交
通
の
ひ
と
つ
と
し
↘

Profile
岐阜県多治見市出身。名古屋大学工学部を卒業し、同大学院

工学研究科で博士号取得。平成 13 年に大学院環境学研究科
助教授、平成 29 年に教授に。国土交通省の交通政策
審議会委員も務める地域公共交通研究の第一人者。
平成 29 年６月から菰野町地域公共交通会議の座長

を務める。
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▲令和２年度第２回菰野町地域公共交通会議の様子

使
用
す
る
時
代
が
い
ず
れ
や
っ
て
き
ま

す
。
そ
ん
な
時
代
に
、
ど
こ
か
に
お
で
か

け
し
た
い
と
な
っ
た
場
合
の
選
択
肢
の
ひ

と
つ
と
し
て
公
共
交
通
を
残
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
公
共
交
通
の

選
択
肢
は
多
い
方
が
利
用
者
に
と
っ
て
、

使
い
や
す
く
な
り
ま
す
。
今
は
公
共
交
通

を
利
用
す
る
こ
と
が
少
な
く
と
も
、
年
を

重
ね
た
自
分
た
ち
や
、
さ
ら
に
は
そ
の
次

の
世
代
の
人
た
ち
が
こ
の
地
で
過
ご
し
て

い
く
こ
と
を
考
え
、
公
共
交
通
を
残
す
こ

と
が
、
現
在
の
我
々
の
責
務
で
あ
る
よ
う

に
も
感
じ
て
い
ま
す
。

各地区区長会長、交通事業者などで
構成され、バスの路線変更やダイヤ
改正、のりあいタクシーの乗降場所
などを検討し、決定しています。

▲ MaaS をスタートさせる記者発表
の場でその価値を伝える加藤教授

択
で
き
る
公
共
交
通
が
あ
る
場

合
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
↖

選 M
a
a
S
で
さ
ら
に
使
い
や
す
く

使
っ
て
複
数
の
公
共
交
通
機
関
の
経
路
や

乗
車
時
刻
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ

て
い
れ
ば
、
使
い
や
す
い
。
そ
の
た
め
の

技
術
が
菰
野
町
で
令
和
元
年
度
か
ら
整
備

を
進
め
て
い
る
M
a
a
S
シ
ス
テ
ム
で

す
。
A
I
に
よ
る
経
路
検
索
か
ら
予
約
、

利
用
料
金
の
決
済
ま
で
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
格
段
に
公
共
交
通
が
利
用
し
や
す
く

な
る
で
し
ょ
う
。
異
例
に
近
い
こ
と
で
す

が
、菰
野
町
は
令
和
元
年
度
に
引
き
続
き
、

令
和
２
年
度
も
国
土
交
通
省
の

M
a
a
S
推
進
・
支
援
事
業
に
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
自
治
体
主
導
で
推
進

す
る
昨
年
度
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た

結
果
で
も
あ
り
、
今
後
、
菰
野
町
の
実
績

が
先
進
事
例
に
な
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
↘

▲ 10 月から町コミュニティバスの
車内に Wi-Fi を整備し、より快
適に移動できるようになります。

菰野町地域
公共交通会議

そ
で
き
る
公
共
交
通
の
利
点
の
ひ
と
つ
で

す
。
菰
野
町
で
は
、
利
用
し
な
が
ら
快
適

に
過
ご
せ
る
環
境
整
備
も
含
め
、
こ
れ
か

ら
も
選
択
し
て
い
た
だ
け
る
公
共
交
通
を

目
指
し
て
、
力
を
入
れ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
住
民
の
皆
さ
ん
も
公
共
交
通
機
関
で

移
動
す
る
と
い
う
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
を

頭
の
片
隅
に
置
い
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
使
え
る
な

と
思
え
る
タ
イ
ミ
ン

グ
が
あ
れ
ば
、
使
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
こ
で
「
意
外
に
使

え
る
な
」
と
い
う
新

た
な
発
見
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

使ってみることによって
新たな発見があるかもしれない

名古屋
大 学

広報こもの
№ 721

９

て
、
新
し
い
選
択
肢
に
な
り
ま
す
。



広報こもの
№ 721

11

広報こもの
№ 721

10

ある日の夕方、近鉄湯の山線の菰
野駅で待機するコミュニティバス
と尾高タクシー。電車が到着する
と、降りてきた乗客を乗せて走り
出していきました。

L i f e  L i n e

みんなの生活線

安
全
安
心
な
公
共
交
通
を
維
持

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
町
内
公
共
交
通
機
関
の
利

用
者
は
減
少
し
て
い
ま
す
。令
和
２
年
５
、

６
月
の
利
用
者
が
例
年
の
２
割
程
度
と
な

っ
た
公
共
交
通
機
関
も
あ
り
、
運
営
面
で

苦
し
い
状
況
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

新 車の代わりに公共交通を
運転免許返納のススメ

四日市西警察署や最寄りの交
番、駐在所で運転免許証を返納
できます。西署管内では、年間
約 300 件ほどが返納されてい
ます。運転に自信がなくなっ
た方や家族が不安に感じら
れた方は運転免許証の返納
をお勧めし
ます。

TOPICS 03

四日市西警察署
交通課 交通係

松
ま つ

本
も と

梨
り

奈
な

さん

▲バス車内を消毒する三重
交通㈱の従業員

の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
菰
野
町
地
域
公

共
交
通
会
議
は
、
町
内
小
中
高
校
生
の
通

学
や
高
齢
者
等
の
通
院
な
ど
の
た
め
に
地

域
の
移
動
手
段
と
な
り
、
公
共
交
通
を
支

え
る
交
通
事
業
者
の
事
業
継
続
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
令
和
２
年
８
月
、「
菰

野
町
の
地
域
公
共
交
通
崩
壊
を
食
い
止
め

る
た
め
の
緊
急
ア
ピ
ー
ル
」
を
発
表
し
ま

し
た
。

　
交
通
事
業
者
に
お
い
て
も
、
三
密
を
防

ぐ
た
め
の
対
応
や
運
行
後
の
車
内
消
毒
作

業
な
ど
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
て
お
り
、

安
全
安
心
な
地
域
の
移
動
手
段
と
し
て
変

わ
ら
な
い
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
住
民

の
皆
さ
ん
も
公
共
交
通
の
大
切
さ
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
感
染
防
止
に
留
意
し
た
上

で
、
で
き
る
限
り
積
極
的
な
鉄
道
、
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
を
支
え
る
生ラ

イ
フ
ラ
イ
ン

活
線

も
し
も
公
共
交
通
が
な
か
っ
た
ら

分
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
か
ら
、
も

し
も
公
共
交
通
が
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
普
段
の
生
活
は
ど
の
よ
う
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。学
校
に
も
行
け
な
い
。

買
い
物
に
も
行
け
な
い
。
病
院
に
も
行
け

な
い
。
現
在
過
ご
し
て
い
る
生
活
が
大
き

く
変
わ
っ
て
し
ま
う
方
が
た
く
さ
ん
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
公
共
交
通
が
一
日
に
し
て
突
如
な
く
な

っ
て
し
ま
う
事
例
が
実
際
に
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、災
害
が
起
き
た
時
。
今
年
、

九
州
地
方
で
起
こ
っ
た
豪
雨
災
害
で
は
、

線
路
や
道
路
が
氾
濫
し
た
河
川
に
よ
っ
て

流
さ
れ
、
鉄
道
や
バ
ス
と
い
っ
た
公
共
交

通
機
関
が
使
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
過
去

の
災
害
で
は
、
通
勤
や
通
学
の
た
め
に
公

共
交
通
機
関
で
通
っ
て
い
た
方
々
が
自
家

用
車
で
移
動
し
た
こ
と
に
よ
り
、
大
規
模

な
渋
滞
が
起
こ
り
、
大
き
な
問
題
と
な
り

ま
し
た
。
菰
野
町
や
近
隣
自
治
体
で
も
、

こ
の
よ
う
に
公
共
交
通
機
関
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
ら
同
じ
よ
う
な
問
題
が
発
生

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
ガ

ス
、
電
気
、
水
道
と
同
様
に
生
活
に
必
要

不
可
欠
な
公
共
交
通
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

ひ
と
つ
と
し
て
利
用
実
態
や
利
用
者
数
な

自

ど
を
勘
案
し
な
が
ら
、
維
持
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
菰
野
町

で
は
、
地
域
の
移
動
手
段
を
守
る
た
め
、

交
通
事
業
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
丸
と

な
っ
て
、
さ
ら
に
使
い
や
す
く
、
さ
ら
に

快
適
な
移
動
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
公
共

交
通
の
整
備
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
公
共
交
通
―
―
―
。
住
民
の
皆
さ
ん
の

誰
し
も
が
利
用
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
生

活
の
中
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
。
こ

れ
か
ら
の
皆
さ
ん
の
生
活
の
中
に
も
、
公

共
交
通
の
路
線
は
き
っ
と
つ
な
が
っ
て
い

る
は
ず
で
す
。



　
私
が
大
学
進
学
を
機
に
平
成
３
年
に

菰
野
町
を
出
た
と
き
か
ら
、
菰
野
町
の

公
共
交
通
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

平
成
３
年
ま
で
は
三
重
交
通
バ
ス
が
走

り
、
保
育
園
へ
の
通
園
に
私
も
使
っ
て

い
ま
し
た
。
無
人
駅
は
大
羽
根
園
駅
だ

け
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

現
在
は
ほ
と
ん
ど
の
交
通
事
業
者
が
タ

ク
シ
ー
や
バ
ス
事
業
か
ら
撤
退
し
、
湯

の
山
温
泉
駅
以
外
の
町
内
の
駅
は
全
て

無
人
駅
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
３
年

か
ら
人
口
が
１
万
人
は
増
え
て
い
る
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
…
で
す
。
こ
の
原
因

は
、
自
家
用
車
が
一
家
に
一
台
か
ら
一

人
一
台
に
な
っ
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な

い
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　
た
だ
、
こ
の
こ
と
が
地
域
の
公
共
交

通
を
衰
退
さ
せ
、
自
家
用
車
を
運
転
で

き
な
い
方
の
移
動
手
段
が
ま
す
ま
す
不

便
に
な
る
と
い
う
循
環
を
生
み
出
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私
自
身
も
の

り
あ
い
タ
ク
シ
ー
で
出
か
け
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
で
帰
っ
て
く
る
利
用
法
を

実
践
し
て
み
ま
し
た
が
、
特
に
不
便
な

こ
と
を
感
じ
る
こ
と
も
な
く
、
安
価
な

金
額
で
満
足
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
一
度
利
用
し
て
い
た
だ
く
と
、

自
家
用
車
が
な
く
と
も
町
内
を
移
動
で

き
る
こ
と
や
現
状
の
公
共
交
通
を
乗
り

継
ぐ
際
の
課
題
な
ど
が
見
え
て
く
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
利
用
い
た

だ
い
て
、
さ
ら
に
便
利
な
公
共
交
通
と

す
る
た
め
に
地
域
で
作
り
上
げ
て
い
く

こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
今
月
号
の
特
集
で
も
紹
介
し
ま
し
た

が
、
今
後
も
公
共
交
通
が
よ
り
充
実
す

る
よ
う
菰
野
町
も
頑
張
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
も
積
極
的
な
公
共
交
通
の
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。
使
え
ば
も
っ
と
便

利
に
な
り
ま
す
！

Theme 18 地 域 で つ く る 公 共 交 通

知事と町長が１対１対談
三重県と菰野町が連携して歩むために

国青年招致事業（JET プログラム）に
より、菰野町で外国語指導助手（ALT）

を務めたバン・ロイ・ケリーさんが退任しま
した。ケリーさんは JET 絆大使に任命され、
今後も日本と母国であるアメリカ合衆国との
友好関係の強化に携わる予定です。退任に際
しケリーさんは「これからはロンドンの大学
で政治学と人権を学びます。日本での経験を
踏まえて、頑張ってきます」とこれからの抱
負を語りました。

ALT ケリーさんが退任

外

日

３年間、お世話になりました７月

22

問い合わせ

四日市西警察署 TEL
FAX 394-0110

広報こもの
№ 721

13

広報こもの
№ 721

12

治安田生命保険相互会社と町との健康
増進に関する連携協定締結式を役場本

庁で行いました。この協定は、町が策定した「健
康増進計画・食育推進計画」に基づき、今後、
健康に関するセミナーなどを共同で開催する
ことを目的とするものです。締結式で町長は

「健康であることが最も大切です。企業の協力
は大変有難いです」と感謝の思いを伝えまし
た。締結式では、感染症拡大防止のために募っ
た「私の地元応援募金」の目録贈呈式も行われ、
312,600 円が寄付されました。

健康増進に関する連携協定

明

企業と連携して更なる健康増進を図る

日３
８月

◀
協
定
書
を
手
に
写
る
福
谷
支
社
長
（
写
真

右
）
と
町
長

100 歳を迎えた宇佐美定男さんを町
長が表敬訪問し、長寿を祝いました。

宇佐美さんは永井区で生まれ、農業を営んで
いました。表敬訪問で町長から長寿の秘訣を
尋ねられると、「怒らないように生活し、い
ろいろなことに感謝することです」と答え、
日々の温厚な生活を振り返りました。

満 100 歳を祝い表敬訪問

満

敬老の日に合わせて長寿を祝う

日19
８月

◀
表
彰
状
を
受
け
取
り
、
記
念
撮
影
に
写
る

宇
佐
美
さ
ん
（
写
真
右
）

◀
J
E
T
絆
大
使
の
任
命
書
を
受
け
取
り

笑
顔
で
写
る
ケ
リ
ー
さ
ん
（
写
真
左
）

＆ G 海 洋 セ ン
タ ー 小 島 艇 庫

でカヌー教室が実施
されました。参加し
た 約 10 人 の 小 学 生
は、カヌーの乗り方
から前にまっすぐ進む方法、後ろに下がる方
法まで楽しそうに教わっていました。

カヌー教室を実施

B

町の B&G センター・インストラクターが指導

日６
８月

▲パドルの使い方を教わる
参加者

重 県 知 事 が 各
市 町 へ 出 向 い

て、首長と対談する
１対１対談が役場本
庁で開催されました。
対談では、町長がこ
れまでの県の感染症対策を評価しつつ、県と
して動画配信などを利用してさらに感染症の
拡大防止の啓発に力を入れていかなければい
けないことや、今後の経済対策や事業者への
支援について意見が交わされました。

三

▲鈴木知事（写真左）と対
談する町長

日7・12・17
８月

運動期間

９/21

ではない相談・要望など

「110」番は事件、事故等の緊
急通報のための電話です。緊急
でない要件が「110」番に寄
せられると、緊急通報への対応
が遅れることもあります。

　 ～　　9:00 ～ 17:00
（祝日、年末年始を除く）

01FOCUS
POINT

交通事故は、朝夕の時間帯に
多く、歩行者横断中の事故も
多発しています。思いやりと
譲り合いの心で余裕をもった
安全運転をお願いします。９/30水

月

高
齢
運
転
者
等
の

　
　
安
全
運
転
の
励
行

02

の
全国交通安全運動

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

飲
酒
運
転
等
の
危
険
運
転
防
止

03
歩
行
者
の
安
全
の
確
保

自
転
車
の
安
全
利
用
の
確
保

警

CAUTION

死亡事故
多発 察 安 全

相 談 電 話
＃ ９１１０

四日市西警察署
最寄りの交番、各駐在所

急
警察安全相談電話#9110

警察安全相談電話の受付時間

金月

#9110

110 番通報する
ような内容では
ないけれど…

に相談！

そんなときは

記でも受け付けています下

FOCUS
POINT

FOCUS
POINT

り

町
長
の

ひとり

語



『物語の海を泳いで』
▶角田光代 / 著
▶小学館（019.9/ カ）
ベストセラー作家による名著の数々を取り上げている読書
案内です。マンガ、小説、エッセイなど心に残る本を紹介
しています。
少女時代からの著者の多彩な読書遍歴を存分に味わえる一
冊です。

『感染症、AI 新時代を生き抜く』
▶竹内 薫 / 著
▶徳間書店（J404/ タ）
常識やこれまでのやり方では通用しないこれからの時代に
は、科学や数学的発想が道しるべとなるでしょう。
脳、医学、AI の分野を中心に紹介し、感染症にまつわる数
字について詳しく解説したコラムも掲載しており、まさに
今読むべき本といえます。

『つなげ！アヒルのバトン』
▶麦野 圭 / 作
▶伊野孝行 / 絵
▶文研出版（913/ ム）
６年生の航平のクラスの担任はあひる先生。毎日アヒルの
柄のネクタイをしてきて、クイズを出す不思議な先生です。
運動会のクラス対抗の一輪車リレーに向けて練習を始めた
４人組。さて、結末は…読み始めたら止まらない元気にな
れるお話です。

新着図書から

１ 火

２ 水

３ 木

４ 金

５ 土

６ 日

７ 月 休館日

８ 火

９ 水

10 木

11 金

12 土

13 日

14 月 休館日

15 火

16 水

17 木

18 金

19 土

20 日

21 月

22 火 休館日

23 水

24 木

25 金

26 土

27 日

28 月 休館日

29 火

30 水

図書館カレンダ－

ありがとう
ございます

俳
句
　		



　
　
　
石
井
い
さ
お
　
選

菰野町では、令和２年 7 月豪雨災害の被災地に対する
義援金の受付を行っています。皆さまから義援金とし
て、96,058 円（８月 25 日現在）のご支援をいただ
きました。この義援金は日本赤十字社を通じて被災地
へ送ります。

地域医療のために▶匿名で 1,000 円
社会福祉のために▶匿名で５万円▶匿名で 10 万円▶菰野町内郵便
局からカップラーメン２箱

煌
星
菰
野
句
会

雨
の
中
親
さ
が
す
が
に
小
す
ず
め
の

声
は
た
ち
ま
ち
か
き
消
さ
れ
た
り

短
歌
　
清
流
短
歌
教
室

収
穫
の
済
み
し
麦
田
の
匂
ひ
い
て

あ
の
頃
食
み
し
あ
ん
ぱ
ん
思
う

ア
ン
テ
ナ
の
高
き
も
低
き
も
揺
れ
動
き

初
め
て
の
世
の
行
方
を
み
つ
め
る

雨
止
ん
で
紫あ

じ
さ
い

陽
花
の
鞠ま

り

こ
う
こ
う
と

杜
に
鎮
も
り
七
変
化
す
る

さ
え
ず
り
に
鳥
の
姿
を
捜
し
見
る

君
の
話
に
頷
き
な
が
ら

花
む
く
げ
真
夏
の
夕
べ
ひ
と
時
の

お
も
ひ
を
遂
げ
し
如
く
窄す

ぼ

め
り

平

林

和

江

平

井

光

子

増
田
陽
出
美

市

川

吉

康

奥

村

秋

男

尾
崎
久
美
子

総務課
安全安心対策室

問い合わせ

TEL 391-1102
394-3199FAX

絵葉書で振り返る菰野
　竹永地区、朝上地区でも絵葉書は発行されて
いました。
　竹永地区では、大日堂と五百羅漢の絵葉書が
発行されており、現在と変わらない五百羅漢の
姿が写し出されています。
　朝上地区では、昭和初期に西行庵蹟保存会
が発行した絵葉書が２枚あり、他にも昭和 11
年に新築された朝上小学校の講堂および応接室
を写した絵葉書が竣工式で記念に配られたとい
う記録があります。
　このように菰野町に残っている絵葉書には
過ぎ去りし思い出が浮かんでくるものばかりで
す。宛先が記載されているものも多く、ふるさ
と菰野の風景を絵葉書を通して伝えたかった当
時の想いが伝わってきます。

第 78 回
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【７月末現在】【７月末現在】
７７

数 増減
　　　総人口 41,619 人 － 44 人

男 20,619 人 － 17 人
女 21,000 人 － 27 人

　　　総世帯数 16,742 世帯 － 20 世帯

件数 １月からの累計
　　  火災発生 ０ ６
　　　救急車出動 103 736

交通事故 ４ 71
急病 71 477
一般負傷 17 126
その他 11 62

　　　救助出動 １ 12
　　　交通事故 77 561

物損事故 70 529
人身事故 ７ 32

死者 ０ ０
傷者 ９ 41

◀菰野町 MaaS「おでかけこもの」
https://www.kotsu.town.komono.mie.jp/URL

◀菰野町ホームページ
http://www.town.komono.mie.jp/URL

＊ホームページでは、広報こものを当紙と同じ
体裁でご覧いただけます。

近年、日本は風水害、地震など未曽
有の災害に見舞われています。そし
て、新型コロナウイルス感染症の拡
大。私たちはいかに自分たちの“い
のち”を守ればいいのでしょうか。
過去の歴史に学び、未来につなげる
ための本を取り揃えました。

「“いのち”を守る」

懐かしい本を読み返してみませんか？

幼い頃に読んだ絵
本を人生経験を重
ね、大人になってか
ら読むとまた違っ
た味わいがありま
す。家で過ごす時
間に、図書館の本
をご利用ください。

「絵の作品展示」

▶９月６日から９月13日まで

広報こもの
№ 721
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広報こもの
№ 721
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▲現在と変わらぬ表情で立ち並ぶ五百羅漢

ほか

『大水害「安全対策」
完全ガイドブック』

『感染症
キャラクター図鑑』
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令和２年７月豪雨災害へのご支援ありがとうございます

９月

「“いのち”を守る」

▶９月21日まで

※ギャラリーの展示は新型コロナウイル
スの感染状況により中止 ( 延期 ) する
場合があります。

字
が大きい

絵本の
オススメポイント 絵

が多い
オススメ①

オススメ②

「菰野町手づくり民話絵本
コンクール」応募作品展

▶９月12日から９月13日まで

「私のアイディア
貯金箱コンクール」

▶９月17日から９月30日まで



TOHOKU
8982807

HOKKAIDO
5381733

KANTO
43829961

CHUBU
20625480

KANSAI
22541298

CHUGOKU
7438037

SHIKOKU
3845534

KYUSHU
14449895

広報菰野９月号
令和２年９月１日発行
▶企画編集　企画情報課
▶印刷　イヤマ印刷

■菰野町電子メールアドレス keyaki@town.komono.mie.jp
＊「広報こもの」は視覚障がいのある方（障害者手帳をお持ちの方）に「声の広報」をお届けしています。
　ご希望の方は役場企画情報課（TEL 391-1105/FAX 391-1188）にお問い合わせください。
＊当紙の内容を当町の許可なく、無断で転載することを禁止します。

広報こもの
№ 721
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５年に一度の「国勢調査」を 2020 年 10 月１日を基準日
として実施します。「日本に住む全ての人と世帯」を対象
とすることで生活環境の改善や防災計画などさまざまな施
策の基礎データとなる大切な調査です。
調査には、総務大臣に任命された国勢調査員が町内の各家
庭を訪問させていただきます。インターネット回答または
調査票（紙）での回答にご協力をお願いします。

日本に住む全世帯参加の

国勢調査はじまります。

KOMONO

約

10
min

回答時間

日本に住む
全世帯

調査対象

国勢調査コールセンター

９

14
Monday

10

７
Wednesday

Thursday

10

７
Wednesday

10

１
※ひとり暮らしの方の目安

国勢調査へのお問い合わせ

全 16 問 回答義務

インターネット回答期間

調査票（紙）回答期間

５年に
1 度の

https://www.kokusei2020.go.jp/

国勢調査2020

調査にご協力
お願いします！

　　0570-07-2020
（IP 電話 03-6636-9607）受付時間 8:00 ～ 21:00

TEL

菰野町役場 企画情報課 　　391-1105　　391-1188TEL FAX

国勢調査では、「統
計 法 」 に よ り 個 人

情報が保護され、調査員は
「調査員証」を携帯してい
ます。国勢調査を装った詐
欺などにご注意ください。

！

インターネット回答がオススメ！

3
STEP

安全・安心

3
STEP

かんたん

3
STEP

エコ＆効率

できる限り郵送での回答にご協力ください。


